
７．女子中高生のための関西科学塾２０１２ 

 

「女子中高生のための関西科学塾２０１２」は、理科や実験など、理系に興味関心のあ

る女子中高生を対象に、関西の 5大学が連携して平成 23年度に実施したもので、各大学に

おける実験や、女性研究者・先輩女子学生との交流などを通じて、女子中高生の理系への

進路選択を支援した。主催は、大阪大学男女共同参画推進オフィス、サイエンス・サポー

ト・アソシエーションで、参加 5大学等の共催と、男女共同参画学協会連絡会、大阪 21世

紀懐徳堂などの協力、文部科学省、大阪府、大阪府教育委員会などの後援を得て行った。 

また、この事業は、ＪＳＴ（独立行政法人科学技術振興機構）の「女子中高生の理系進

路選択支援事業」に採択され、その支援を得て実施した。 

 本事業は当番校制で実施しており、今回で 6 年目となった。平成 22 年度は神戸大学が、

平成 23年度は大阪大学が当番校となり実施した（平成 18年度～21年度までの実施校は「次

世代に繋ぐ女性研究者サポート連鎖の形成」の事業活動（平成 19 年度～平成 21 年度）参

照：前回大阪大学が当番校となった平成 19年度は「ジュニア科学塾２００８in関西」とし

て実施している。）。 

 

 

 当初参加募集チラシ 

 

 

 



女子中高生のための理系進路選択支援事業申請書 事業計画における取組概要 

（実績等に基づき一部修正） 

 

大阪大学が実施機関として運営事務局を担当する。神戸大学、京都大学、奈良女子大学、

大阪府立大学、大阪府立工業高等専門学校、男女共同参画学協会連絡会、非営利団体サイ

エンス・サポート・アソシエーション（ＳＳＡ）などと連携して実行委員会を組織し、本

事業を推進する。「関西科学塾２０１２」は、女子中高生合計１５０名、同伴者（保護者・

引率教員）５０名を対象とし、年度を通じて「５回の科学塾」を開催する。今回で６年目

となる「関西科学塾」シリーズは、関西の多くの大学から参加者とほぼ同数の大学の研究

者や学生が直接関わって実施される、“他に類を見ない大規模な地域連携型事業”である。

実施機関である大阪大学では、「次世代に繋ぐ女性研究者サポート連鎖の形成」を特徴とす

る、独自の男女共同参画の取り組みを行っている。本事業では、イベントプログラムとし

ての基本形は踏襲しつつも大阪大学の独自性を出すために、その「次世代へのサポート連

鎖」の精神を取り入れることを目指す。常設ホームページを新たに設置し、全ての年度の

イベント情報へのアクセスやメンターとの有機的な相互交流を可能とすることにより、“広

範囲”な人々（中高生・教員・保護者）に対して“継続的”かつ“協働的”に理系進路の

選択を促す「正のフィードバック」のためのシステム構築を事業の実施と合わせて行う。

その結果として、一度でも関西科学塾に参加した生徒は、参加しない回のイベントにもバ

ーチャルに参加することが可能となり、進路選択決定まで中長期にわたって支援すること

ができる。また、参加者が将来的に大学生、大学院生さらに研究者になったときに、後進

の女子中高生をサポートする側になってもらうための「サポート連鎖の形成」が期待され

る。 

「第１回」は、大阪大学において、基調講演及びリレー講演を行い、ロールモデルと交

流する場を提供する（中高生対象、引率保護者見学可）。「第 2 回」は、神戸大学・京都大

学において理学・地球科学・天文学系の実験を体験する（神戸大学：中学生対象、京都大

学：高校生対象、引率保護者見学可）。「第 3 回」は、女性研究者・技術者の多い企業・研

究所で、女性が活躍している現場を見学する（中高生・引率保護者対象）。「第 4 回」は、

奈良女子大学、大阪府立大学において、工学・理学・農学系の実験を体験する（高校生対

象、引率保護者見学可）。「第 5 回」は、大阪大学において１泊２日で、１日目に工学・理

学・生命科学系の実験を行い、２日目に中高生が「サイエンスカフェ」として、実験内容

を発表する（中学高校生対象、引率保護者見学可）。また、全実験に関して、参加した女子

中高生に学校・家庭で「ミニサイエンスカフェ」を催すことを指導するとともに、それら

の実施報告も含めてホームページの更新やニュースレターの発行・配布を行い、アウトリ

ーチ活動の強化に資する。さらに、本事業の終了後も、新たに設置された常設ホームペー

ジを通じて、参加者がメンターと継続して進路相談を行うことができることを可能とする。 

 



女子中高生のための関西科学塾２０１２ 事業概要図 

  

 

 

プログラムとしては 5回のイベントが開催されることとなっており、平成 24年 3月に予

定通り第 5 回まで終了した。各回終了後にその様子を伝えるニュースレターを刊行してお

り、平成 24年 3月末までに 5回刊行された。 
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関西科学塾第５回（最終回）
実験とサイエンスカフェを開催しました

３月１７日（土）～１８日（日）の１泊２日の日程で、今年度最終回となる、女子中高生のための関西科学塾
２０１２第５回を大阪大学で開催しました。今回は高校生が対象でしたが、ぜひ参加したいと名乗りをあげた
中学生も特別に参加し、高校生５３名、中学生１８名、同伴者６名の合計７７名が集まりました。１日目は、
開会式の後、関西科学塾ＯＧの尾坂美樹さんによる講演がありました。その後、女子中高生は１０の班に
分かれて実験実習を体験しました。今回はそれぞれの班に著名な科学者の名前をつけました。２日目は、
午前に各班の実験結果の発表会（サイエンスカフェ）を行いました。午後は神戸大学特別顧問の相馬芳枝
先生からご講演をいただいた後、表彰式と閉会式、記念撮影を行いました。
ニュースレター第５号では、参加者の感想なども交えつつ、第５回の様子をお届けします。

関西科学塾２０１２実行委員会委員長 藤原康文

有機エレクトロニクスを作ろう
安蘇芳雄先生 （Joul班）
（産業科学研究所・教授）
有機エレクトロニクスは近未来の
科学技術として注目されています。
有機エレクトロニクスとはどんなも
のか？その応用状況や未来の可
能性について理解しました。その一つである有機薄
膜太陽電池について素子作製の一部と太陽電池評
価を体験しました。

きれいな水を作るには
宇山浩先生 （Archimedes班）
（工学研究科・教授）
私達の日常生活に不可欠な水の重要性を学びました。
その上で、納豆のネバネバ成分を用いた薬剤で池の
水を浄化する実験と有毒なものを除去できる多孔質高
分子フィルターを作る実験を行いました。

七色に光るナノ粒子をつくる
小俣孝久先生（Hooke班）
（工学研究科・准教授）
大きさが3～5ナノメートルの非常に小さな半導体の
結晶を作りました。空気との反応を避けるために、窒
素で満たされたグローブボックスで原料となる溶液を
準備し、各人で反応時間を変えてナノ粒子を作りまし
た。

カミナリの科学
牛尾知雄先生（Fleming班）
（工学研究科・准教授）
カミナリが発生する仕組みを学び、

高電圧発生装置を用いた疑似カミナリを体験しまし
た。次に、圧電素子を用いたマイクロカミナリ発生装
置と、身近な素材と発光ダイオード(LED)で受信機を
自作しました。マイクロカミナリが発生するとLEDが点

灯する現象に、「何で？」という疑問を持ってもらい、
絶縁破壊や電磁波の発生を理解してもらいました。

脳の不思議な世界
喜多村祐里先生 （Galileo班）
（医学系研究科・准教授）
脳のはたらきを測定することの
難しさを体感しました。
脳は、驚くほど小さなエネルギー
で上手にはたらくような仕組みを
持っていて、それをより便利で豊
かな生活の実現に繋げる技術の開発が進められて
いることも知りました。

鳥や昆虫の美しさの秘密
木下修一先生 （Darwin班）
（生命機能研究科・名誉教授）
クジャクやチョウの羽など、微小な構造

により色の出る試料を顕微鏡で観察した
り、レーザー光を照射したりしてその特徴
を調べました。また、人の目でみる色と
分光器を用いて調べた色を比べる実験をしました。

プラズマを作って計測しよう
坂和洋一先生 （Bohr班）
（レーザーエネルギー学研究センター・准教授）
ガスを封入したガラス管や蛍光灯を電子レンジに入
れてプラズマを生成し、プラズマからの発光を波長分
解する事のできる計測器（分光器）を用いて測定しま
した。ガラス管を何種類か用意し、観測された発光を
波長の表と比較することによって、何が発光している
か、プラズマからの発光とプラズマ以外からの発光
はどう違うか、などを調べてもらいました。

身の回りの放射線を調べてみよう
鈴木幸子先生 （Curie班）
（工学研究科・助教）
「放射線とは何か？」「放射能とは
何か？」について学び、放射線の
特性についての実験を行いました。
その後、キャンパス内の様々な場所や物からの自然
放射線を測定し、身近なところに放射線が存在して
いることを体験してもらいました。最後に放射線につ
いての疑問についてディスカッションしました。

光るよ見えるよ、タンパク質
篠原美紀先生 （Koch班）
（蛋白質研究所・准教授）
ヒストンタンパク質にGFPを融合した
ヒト培養細胞が分裂するときの染色
体の動きをライブセルイメージングで
２時間にわたって観察し、一方で、分裂期の細胞を
DAPIで染色体、間接蛍光抗体法でセントロメアタン
パク質とチューブリンを可視化して観察を行い、それ
ぞれの方法の違いについてディスカッションしました。

レーザーを作ろう
渡辺純二先生 （Einstein班）
（生命機能研究科・准教授）
いろいろな光源からの光のスペクトルを観測して、目
で感じる色と光の波長との関係について考察しまし
た。また、色素溶液、ルビー結晶、日焼け止めクリー
ムなどによる光の吸収や蛍光スペクトルを測定し、物
質や光子のもつエネルギーについて考察しました。
なお、色素レーザーをつくる時間がなかったことがと
ても心残りでした。

スケジュール
3/17（土）
14:00   ガイダンス
14:10 関西科学塾OGによる講演

京都大学工学部 尾坂美樹さん
14:30   会場へ移動して実験開始 （10実験）
17:45 JICA大阪国際センターへバス移動

18:30 夕 食
19:30 グループごとに発表準備
22:00  就 寝

3/18（日）
9:00     発表準備（30分）
9:30     サイエンスカフェ（150分）
12:00   昼 食
13:00  講 演

国連世界化学年「女性化学賞」受賞
神戸大学 相馬芳枝 特別顧問

13:45 表彰式 記念撮影 閉会式
14:15 解 散 今回は様々なきれいなものを見ることができて

楽しかったです。実験がより好きになりました。

水がきれいになる様子を見るのはとても
面白くて、そんな簡単な作業で水が浄化
されることにはビックリでした。

透明な溶液に見えるのに、ナノ粒子ができて
いて、その大きさが0.1ナノメートル変わるだ
けで光る色が変わることに驚きました。

科学塾実行委員長賞 Joule班相馬芳枝賞 Archimedes班

グッドコラボ賞 Hooke班グッドコラボ賞 Koch班
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サイエンスカフェ

実験結果の発表会（サイエンスカフェ）を２日目に行いました。
著名な科学者名を班名とした１０の班が、アルファベット順（Ａｒｃｈｉｍｅｄｅｓ班、
Ｂｏｈｒ班、Ｃｕｒｉｅ班、・・・）に発表を行いました。関西科学塾２０１２実行委員の松岡先生の司会により、各班につい
て発表時間は１０分、質疑時間は５分で進められました。前日深夜まで発表準備を行った各班は、自分たちで書いた図や説明文
にグラフや画像などを組み合わせて作成した資料をプロジェクターで投影して発表し、プレゼンの方法も、実演や掛け合い、
ショー仕立てなど、それぞれ工夫を凝らしていました。質疑では会場の女子中高生から、素朴な疑問、鋭い質問、研究者でも答
えにくい難問など、数十もの質問が出て、各班の発表者の女子中高生も一生懸命に答えていました。
その後、参加者全員が一番良かったと思う班に投票し、実行委員による選考と併せ各賞を決めました。その結果、最優秀発表

賞にはFleming班「カミナリの科学」が輝きました。各賞受賞班については、写真とともに下にご紹介させていただきました。
発表・質疑を行った女子中高生はもちろん、同伴の保護者や引率の先生、実験担当の講師やアシスタントの方々、実行委員な

ど、参加者全員にとって、とても充実感があり記憶に長く残るであろう、大変印象的な発表会となりました。

ナイスデザイン賞 Darwin班

ユニーク発表賞 Einstein班

ベストリサーチ賞 Bohr班

ナイスチャレンジ賞 Curie班最優秀発表賞 Fleming班

優秀発表賞 Galileo班

「求めよ！さらば与えられん」と題された講演を、サイエンスカフェ終了
後の興奮さめやらぬ会場で、相馬芳枝先生からお話いただきました。
まず、相馬先生が昨年の世界化学年に受賞された「女性化学賞」や、
キュリー夫人の生涯などについて説明されました。プエルトリコでの授賞
式の模様を写した写真を示されると、参加者のみなさんは目を輝かせて見ていました。

さらに、相馬先生が受賞されることとなった一酸化炭素や地球温暖化防止の研究について、
身近な問題に対し解決の方法を早くから研究し、結果を出されてきたことをお話しされました。
また、女性であることは人間としての個性の一つであり、科学者として活躍することに性別は
関係ないことを強く訴えかけられました。

また、研究発表を条件に相馬先生が参加されたノーベル賞授賞式や晩さん会の様子につ
いて、歴史に名を連ねる日本の研究者が多く参加していることや、その規模の大きさにみな
さん圧倒されているようでした。続いて、水戸の女子高生が未知の化学反応を大発見し、専
門誌への論文掲載に至ったニュースなどをご紹介され、遠い夢のようなお話から私たちでも
できるのでは？と思わせる同年代の女性の活躍まで、次々と楽しい話題に参加者のみなさ
んはすっかり引き込まれてしまいました。
さらに、日本の女性科学者の先駆けであり、ビキニ環礁でのアメリカの水爆実験の影響を

実証された猿橋勝子さんについては、研究の心構えや、私財を投じて設立した猿橋賞のお
話がありました。最後に、相馬先生ご自身が元気づけられたプロジェクトとして、小惑星イト
カワの物質を持ち帰ったことで有名な探査機「はやぶさ」とプロジェクトマネージャーの川口
先生の紹介をされ、参加者のみなさんも未来の科学者を目指してさらに頑張ろうと決意を固
めたように見えました。

「日本のキュリー夫人！」
神戸大学特別顧問 相馬芳枝先生による講演

相馬芳枝先生

「OGから後輩の皆さんへ」
京都大学工学部 尾坂美樹さん講演

初日のプログラムでは、第１回科学塾に参
加されたOG・尾坂美樹さんの講演が行われ

ました。在学中の京都大学で研究されている
「有機薄膜太陽電池」について説明の後は、
理系女子学生の学内での比率や講義スケ
ジュールなど、女子中高生にとって興味ある
話題を取り上げられました。

また、第１回科学塾当時の写真を紹介し、
表彰の思い出を披露。客席に座る女子中高
生といつかともに働く日が来ればと話し、OGと

現役女子中高生が、科学塾により未来につな
がっていくことを予感させる講演となりました。

女子中高生のための関西科学塾2012に参加して

いただいた女子中高生の皆さん、実験をご担当い
ただいた先生方、スタッフの皆様、本当にありが
とうございました。次年度科学塾は奈良女子大学
を中心に開催いたします。お楽しみに！



 今年度の関西科学塾２０１２は、読売新聞や日経産業新聞、ＪＯＬマガジン（女子中高

生向けライフデザイン雑誌）、奈良テレビが取り上げた。 

 

 

 

 

 平成 24年 1月 26日には、ＪＳＴ東京本部で、「女子中高生の理系進路選択支援事業」 平

成 23年度連絡協議会」が開催され、同事業の採択事業の一つとして、関西科学塾２０１２

の実施状況について発表を行い、本科学塾の実績や取組について、JST から高い評価を得

た。また、他の採択事業担当者との情報交換等を行った。 

 次年度の当番校は奈良女子大学であり、企業の協力を得てより多彩なプログラムを展開

する方向で実施内容を検討中であり、2 月 15 日には、JST「女子中高生の理系進路選択支

援事業」への平成 24年度申請書が提出された。 

 


